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軸対称偏光ビームの一つであるラジアル偏光を集光したとき、焦点付近で光軸方向の電場（z

偏光）を生成することが知られ、基礎研究と共にその応用も注目されている。一般に知られるラ

ジアル偏光子は偏光の循環的な変換から幾何学的位相が発生し，位相面がらせん状に変化する。

この光を集光しても z 偏光は生じない。これを解決するために、主軸方位がθ/2 で変化する軸対

称 1/2 波長板が提案され、z 偏光の生成に利用されている。しかし、波長板は一般に波長依存性を

もつため、軸対称 1/2 波長板を用いたアクロマティックな z 偏光の生成は困難である。この問題

を解決するために、我々の提案するアクロマティック軸対称波長板といくつかの偏光素子を組み

合わせた等位相分布をもつアクロマティック・ラジアル偏光の生成法を提案する。 

Table1 は光学系とその出力されるス

トークス・ベクトルとジョーンズ・ベ

クトルを示している。上段は偏光子

（LP）と 1/4波長板（AQWP）、ラジア

ル偏光子（RP）の構成である。中段の

AAS-QWP は我々が提案する素子そし

て OR は 2 枚の 1/2 波長板である。下

段の AS-HWP は上記に示した軸対称

1/2 波長板である。ストークス・ベク

トルをみると、上段は光強度が他の半

分であるが、ラジアル偏光を示してい

る。一方、ジョーンズ・ベクトルでは

下段以外は{cosθ,sinθ}
T の他に位相

項が付加されている。これが幾何学的

位相である。逆説的に考えれば、この位相項を打消しさせえすれば、ラジアル偏光を生成できる。 

Figure 1 にアクロマティック・ラジアル偏光の生成光学系を示す。ASP(θ/2)は一周でθ/2の主

軸方位をもつラジアル偏光子である。この光学系によって出力されるジョーンズ・ベクトルは e
-i

をもつので Tab. 1 の中段の位相項を打ち消すことが可能である。 
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